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１．研究の目的
学習者の発展的思考・態度の育成にあたる教師は，「数学をすることを知る」が重要

となる（佐藤他，2021）．そこで，本研究は，教師の「数学をすることを知る」を捉え

る枠組みを開発する．

２．教師の「数学をすることを知る」を捉える枠組みの開発

教師の「数学をすることを知る」を捉えるために，先行研究（佐藤他，2021；アーネ

スト，2015；清水，2002）を参考に，表1（Ⅲ：十分知っている，Ⅱ：知っている，Ⅰ：

知らない，の様相）の枠組みを開発した．

表1：教師の「数学をすることを知る」を捉える枠組み

基準
教師の見方・考え方

授業構想時 授業実践時

Ⅲ）数学の面白さ，

よさや新たな発展に

向けた数学的活動を

知っており，学習者

と楽しめている．

《現代的な見方・考え方》

・学習者の問題解決の自由性，発展性

の重視．

・学習者の個人的な探究促進の重視．

・学習者の自己実現を重視．

《現代的な見方・

考え方》と同じ．

Ⅱ）数学の面白さ，

よさや新たな発展に

向けた数学的活動を

知っているが，学習

者の視点に及んでい

ない．

《現代的な見方・考え方》と同じ． 〈伝統的な見方・

考え方〉と同じ．

Ⅰ）数学の面白さ，

よさや新たな発展に

向けた数学的活動を

よく知らない．

〈伝統的な見方・考え方〉

・教師の計画した発展の指導を重視．

・短期的な学力成果を重視．

〈伝統的な見方・

考え方〉と同じ．

３．枠組みの検討
教師の見方・考え方には，「現代的」と「伝統的」があり，授業の「構想時」と「実

践時」でその特徴が表出されると考えた．これにより，構想時は現代的な見方・考え方

を重視していても，実践時には伝統的な見方・考え方が現れ，Ⅱに留まる教師がいると

想定される．この枠組みの検証には，ケーススタディーから始める計画である．
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